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ウイズ&アフターコロナで求められる人材育成（第1回）

人材育成に影響を与える「三つの変化」

新型コロナウイルス感染症の流行以降、企業にお
ける人材育成は「外部環境の変化」「働き方の変化」

「学習方法の多様化」という三つの変化（図1参照）から、
大きな影響を受けました。中でもICTに関連した点
を挙げると、産業界のDX推進によって企業の“外部
環境”が、テレワークの普及によって“働き方”が、オ
ンライン研修やe-learningによって“学習方法”が大
きく変わり、企業の人材育成に影響を及ぼしています。
現在、感染症流行は落ち着きを見せ、世の中はコロ
ナ禍前の生活を取り戻しつつありますが、三つの変
化は今後も続くことが想定されます。

筆者は企業の経営者や人材育成担当者
と話す機会が多いのですが、これらの変
化を受け、自社の人材育成について改め
て見直そうという動きがよく見られます。
特に、教育体系と管理職育成の見直しを考
えている企業が多いようです。

求められる教育体系の見直し

現在、国内外の政治・経済情勢などの外部環境は
かつてない変化の真っただ中にあり、企業はその
変化に対応していかなければなりません。この大き
な変化の中では、今までと同じようなテーマや内容
で人材育成を続けていくのは限界があります。外
部環境の変化は経営戦略に影響を与え、それに伴
い人事戦略も変化しますので、教育体系の見直しも
必要になります。

どのように教育体系を見直し、構築すればよいか
については、一般的なステップを図2にまとめてい
るのでこちらを参照してください。

オンライン研修を継続する企業も少なくありません。
一方で、参加者間のネットワーク構築を重視したい
場合は、対面研修を実施することに意味があります。

社員の自己啓発にe-learningを活用していた企
業もすでにあると思いますが、今はe-learningと一
口に言っても、マイクロラーニングのような短時間
で気軽に学べる動画学習や、コンテンツが豊富な定
額制学習動画配信サービスなどのさまざまなサー
ビスがビジネスパーソン向けに提供されています。

また最近は集合研修とe-learningなど、さまざま
な学習方法を組み合わせたブレンディッド・ラーニン
グにより、効率的・効果的にスキルアップを図ること
もできます。例えば、集合研修とe-learningを組み
合わせれば、e-learningを活用して集合研修の事前・
事後学習（知識習得）を行い、集合研修ではグループ
ディスカッションを中心に実施するといったことも可
能です。さまざまな学習方法のメリットを組み合わせ
て、学習効果を高める工夫ができるとよいでしょう。

企業にとって人は財産であり、どのような人材を
育てるかは自社の将来を大きく左右します。外部環
境が大きく変化する今、自社が何を大切にしてどの
方向に向かっていくのか、そのビジョンを明確にした
上で人事戦略を描き、それを実現する人材育成のあ
り方を考え直す時期に来ていると言えるでしょう。こ
のプロセスをきちんと踏むことにより、そこで働く人
たちが時代に合った力を発揮できるようになり、企
業としても時代の変化を乗り越えることにつながる
のです。

※１  VUCA：変化が激しく不確実性が高いため、将来を予測することが難
しい時代のことを、Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、
Complexi ty（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の頭文字をとって

「VUCA」と言う。
※2  PMBOK：Project Management Body of Knowledgeの略で、プ

ロジェクトマネジメントに関するノウハウや手法を体系立ててまとめた
知識集。プロジェクトマネジメントの世界標準になっている。

管理職育成の見直しも必須

テレワークを活用する企業では、管理職が行うマ
ネジメントが変化しつつあります。出社して仕事を
する必要がなくなりましたが、その一方で管理職は
部下の様子や仕事ぶりが見えづらくなりました。ま
た、部下も職場の仲間と話す機会が減り、一人で
悩みを抱えやすくなりがちになっています。こうし
た働く環境の変化により、管理職は今まで以上に部
下の話をよく聴き、部下の状況や気持ちに対して
理解・共感することが望まれています。

管理職育成で力を入れるべきテーマの1点目は、
コミュニケーションスキルの向上です。最近では上
司と部下が1対1で対話する、いわゆる「1on1」を取
り入れ、上司・部下のコミュニケーションを増やす
企業もあります。これを上手く機能させるためには、
管理職に対して今まで以上に傾聴力や質問力、コー
チング、フィードバックなどのスキル向上を図る必
要があります。またテレワーク下では、Zoomや
Microsoft Teamsなどのコミュニケーションツール
を使って部下の話を聴く機会もあるため、柔らかい
表情やリアクションを大きくといったオンライン会議
のコツも押さえておきたいところです。

2点目は、業務マネジメントスキルの変化です。
マネジメントがしづらい環境になっているからこそ
基本に立ち返り、管理職に、PMBOK※2のようなプ
ロジェクトマネジメントの基本を改めて学んでもら
うとよいでしょう。また、プロジェクト管理用のICT
ツールを使えば、進捗管理やタスク管理もしやすく、
チーム内での情報共有にも役立つので、利用して
みるのもおすすめです。

新たな学習方法を取り入れる

教育体系や管理職教育を見直すにあたっては、教
育の中身（何を）だけでなく、方法（どのように）も見
直すとよいでしょう。企業における人材育成の方法
にはOJT、OFF-JT、自己啓発の3つがありますが、
新たな学習方法を取り入れることにより、OFF-JT
と自己啓発を充実させることができます。

OFF-JTの代表的な方法は集合研修です。集合研
修はこれまでの対面研修・オンライン研修と、両者
を組み合わせたハイブリッド研修があります。参加
者を1ヵ所に集める対面研修は、拠点が分散してい
ると参加者の移動時間や出張費用がかかるため、感
染症の流行が落ち着きつつある今も対面に戻さず、

2020年春、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言発出により、テレワークを導入する企業が
増えたり、3密を避けたりなど、働く人々を取り巻く環境は大きく変わりました。企業内人材育成でも、
対面の集合研修をオンライン研修に切り替えたり、e-learn ingを新たに取り入れたりする企業が増え、
感染症流行が落ち着いた現在もその傾向は続いています。企業における人材育成や教育・研修は、そ
の内容や方法が大きく変化しているのです。全3回連載の初回となる今回は、ウイズ&アフターコロナで
求められる人材育成として教育・研修の見直しについて解説します。

今こそ教育・研修を見直す時
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【図１：企業内人材育成に影響を与える三つの変化】

【図 2：教育体系構築のステップ】

変化①
外部環境の変化

◦ＶＵＣＡ※ 1の時代
◦国内外の政治・経済情勢の変化
◦ニューノーマルと呼ばれる生活様式の変化
◦産業界における DX の推進

変化②
働き方の変化

◦テレワークの普及
◦居住地の制約がない勤務制度
◦ ワーク・ライフ・バランス（育児・介護・
治療と仕事の両立）

変化③
学習方法の多様化

◦オンラインでの研修実施
◦動画配信教材の増加
◦ スマートフォンで受講可能な e-learning
の増加

No. ステップ 実施事項  アウトプット（例）

経
営
戦
略
の
見
直
し

1 経営理念の
再定義

環境変化を踏まえ、経営理念
で表現されていることの意味
を明確にする（経営理念その
ものは変えないことが多い）

◦ 経営理念（ビジョン、ミッション、
バリューズ）

2 経営戦略の
策定

経営理念を実現するために、
事業の方向性やターゲット顧
客、競合他社との差異化ポイ
ントなどを見出す

◦中期経営計画（数年単位の計画）
◦事業計画（単年度計画）

3 人事戦略の
策定

経営戦略を実現するために
HRM（採用・育成・配置・評価・
登用など）を見直す

◦人事部門の中期計画、事業計画

教
育
体
系
の
見
直
し

4 求める人材
像の定義

No.1 ～ 3 の戦略を踏まえ、
その実現のために、自社に必
要な人材像を定義する

◦ 求める人材像（全社、階層別、
職種別など）

5 スキルマッ
プの作成

各階層・職種に必要なスキル
の棚卸を行い、求める人材像
に必要な能力を定義する

◦ スキルマップ（階層別、職種別、
全社共通）

6 スキル習得
方法の定義

スキルマップで定義した能力
をどうやって身に付けるかを
定義し、教育メニューに落と
し込む

◦集合研修、公開セミナー一覧
◦個人別育成計画書
◦推奨通信教育・e-learning一覧


